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　図 2の曲線で示された EPMの計算値はゼータ電位ζ か
ら緩和効果を考慮した理論（Ohshima et al.， 1983）によ













　図 1,  2から，電解質濃度によらず， 1組の pK，ΓTを
採用した 1 pK─GCモデルと x s＝0.25 nmとして計算し
たζにより， CL粒子の電荷密度と EPMという 2種類
の荷電挙動を記述できることがわかる．最近 Sugimoto et 
al.（2014）は，Behrens et al.の使用した粒子とは大きさ
とΓTの異なる CL粒子の EPMを測定し，実験結果を解
析した．その結果， Behrens et al.と同じ pK， x sの値を
採用した 1 pK─GCモデルを使用して計算した EPMの値
と実験結果とが良好に一致することを示した．このことは
























et al., 2000）から読み取った実験値，曲線は 1 pK─GC
モデルと電気泳動理論による計算値である．
















pK， ΓT， C sを決定し，式（16）～（21）を連立させて解く
ことにより，任意の pH，電解質濃度において表面電荷密
度σ，拡散層内の電荷密度σ d，表面電位Ψ 0，拡散層電
位Ψ dを算出することができる．ここでのモデルは 1 pK 
basic Stern（1 pK─BS）モデルと呼ばれる．1 pK─BSモ
デルでは， Stern層におけるK＋， Cl─のような無関係イオ
ンの吸着を考慮していない．
　図 3,  4には，それぞれシリカ粒子の表面電荷密度と
EPMが示されている．図中の記号はKobayashi et al. 
（2005b）による実験値であり，曲線は 1 pK─BSモデル
による計算値である．計算においては， pK＝7.5,  ΓT＝ 8 
nm─2,  C s＝2.9 F m─2が使用されている．EPMの計算にお
いては，CL粒子と同様に，緩和効果を考慮した理論（O’
Brien and White， 1978）が用いられており，ζ は 1 pK─
BSモデルにより求めたΨ dの値から，すべり面までの距
離 x s＝0.25 nmとして，式（14）と類似の
　  （22）
により計算されている．
　図 3,  4から， 1組の帯電に関するパラメータ pK＝7.5, 

















































































　図 5,  6にはそれぞれ電解質濃度 10および 100 mMにお
けるヘマタイト（α ─Fe2O3）粒子の表面電荷密度と電気
泳動移動度（EPM）が pHに対してプロットされている．
図中の記号は Schudel et al.（1997）による実験値であり，
曲線は 1 pK Sternモデルによる計算値である．ヘマタイ
トの PZC，等電点（IEP）が pH＝9付近であり，それ以
下の pHでは正に帯電しており，それ以上では負に帯電し
ていることがわかる．計算においては， pK＝9.2,   ΓT＝8 
nm─2,  C s＝1.1 Fm─2,  pK＋＝ pK ─＝0.3が使用されている．
なお， EPMの計算においては， CL粒子とシリカの例と
同様に，緩和効果を考慮した理論（Ohshima et al.， 1983）
図 5　ヘマタイトの表面電荷密度と pHの関係
図中の数字はNaNO3濃度である．記号は文献（Schudel 





et al., 1997）から読み取った実験値，曲線は 1 pK Stern
モデルと電気泳動理論による計算値である．




考察により定められる．C s， pK＋， pK─の値はフィッティ
ングパラメータである．図 5,  6から， pHと電解質濃度が
異なっても， 1組の pK， ΓT， C s， pK＋， pK─，を採用した
1 pK Sternモデルによる計算値と電荷密度ならびに EPM
の実験値とが良好に一致することがわかる．
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